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許l章 ;耳!外日章臣 :/輔日新開 く大l恥 _甘 上にお号る論争
･J､笠原萱は､193O隼こうJJ､ハンセン病患抑ま｢大多数の場合に於て糟質
:.工･一;∵･.'yI-.､トほ. 一二日 ･Lr.叫 '･:rf'∴ ､!二..車･:､.Lli/-.:j･-約･!:
本醸学会総会･第3()lL-HI小皮膚科学会合同人会の場でも ｢鳴れ異常醗質


















:.∴.･ ･卜jい了巨.･!JLI亘工 -}､卜､∴ .､:､ニ .ー,I-･.:. :､.･..1､小一:
J!.'T:のL=1想によれば､この論文は､F`i･森県にある北部保養院0)院長中値資僅



























































たのは ､ こ 0)ltl･日 の 文 章 は ､ 『中 外 l用 i』 に お け る 小 笠 Jl;!Lの 談 .i-liへ の 反 論
ということを超え て ､ 小 笠 原 の 学 説 仝 †本 へ の 反 論 とな っ て い た こ とを 意 l昧
しているO



























.･､ ･! ､ :.I;-､ 室 ･･-
ていく(,
jlt判U)役を糾ったのは楼Jr･方策であるO機)‖ま､7廿･lLl､『lい外]用i』
































































している小笠頂がこu)要請に応え るこ と は な か っ た し ､ 愛 Fl:.糊 艮 ci)光 日
が､Irlらのもとへ小笠煩を受容す るこ と も 考 え ら れ な い L, lff･=Iに し て も ､
小1捌;摘ミトIl意することは[･想して い な か -つた で あろ う L, こ の 要 請 は 形 式 的
いたもU~)と理解するべきであるし､す な わ ち ､ 言 葉 は 了寧 で ､ あた か も :.顧
の礼をもって′卜笠原を迎えるよう な 文 面 で は あるが ､ 先 日 健 輔 や t'l分 は
r孤.け｣a)療養所に赴fT.lL患打U) ｢捨 て 石 ≦ と な -)て い るに も か か わ ら
ず､小笠頂は大学という止ほ れた場 に 安 †i･:し て い ると い う 鋭 い 批 判 が 読 み
'こ.ぎ･,.r､_一∴
さらに､Ll･=Iは､小笠頂に.事F僧jを 送 っ た ~lif再考 の (目 上 早 川 の 説 得 で IYJilh
県にある邑久光lJ帖=こ隔離されるこ と に な っ て い た :.巾 県 の 16歳 の 少 隼
が､病rTを多発什神経炎として 闇 路糾 7枚 び 晶 汁 中 に 廟 菌 を 認 め 千 .J と lりJ
LiJLlされた小:^L?IJ京の執八田二なる診断否 を 得 て 隔 離 を 頼 ん だ ■JtJ烏 を 知1り ､ rlh",:
然とし｣､｢多発什神経炎等と偽某し て 真 U)学 的 良 心 を 字樹 まん と す る君 に 到
I_.:.J･.㌔.I卜十 '.～し いFl.､!′古 .I,t､'- ､ こ-:.
以 卜､厚′ト省の意向を受けた光‖ 健 輔 に よ る京 都 帝 国 大 学 総 長 ･医 学 部
長への抗議､早目rl;Ii･槻Jf-･j策の小 笠 )i,'tltlt判 ､ そ し て 挑 発 r'JIJと も と れ る′ト
A:.?iJij1-に対する早Il.里.rl,という甘美を 総 合 す ると ､ 小 笠 頂 U)学 一説 が あた か も
学仰U)定説であるかのように報道さ れ た こ と に 対 し ､ 隔 離 を 推 進 し て い る
医師たちは′ト笠頂の学説の否定を社 会 に 宣 信 す る必 要 が あると 認 識 し て い
たと考えられる｡111Jにr･定されて い た Tjhi15I"Tll本 噛 学 会 総 会 は そ の た
めの椿好U)場となったL,
第2章 総会の前夜
第15回II本願学会総会は､llH ILl･ 15の 両 日 ､ 大 阪 一制 IiJ大 学 微 ′卜物
研究所においてF馴拝されることにな っ て い て ､ 小 笠 liiLも ｢廟 と 心 臓 ｣ と
題する研究発長をおこなう予定でい た (, と こ ろ が ､ 小 笠 頂 は IOJJ27日 U)
｢lJ記｣に 1'卜後比胃掃酢芋l:来訪 来 JL･学 会 ノ 論 7r二 ､ソキ テ 憂 ヲ 抱 キ 助
言スベク来訪セりト云フ｣と記してい るL, H 本 廟 学 会 総 会 の 場 で 小 笠 根 に
とり憂慮すべき ｢.論lrJが準備されて い るこ と を 示 唆 す る文 rlIl-で あ るLl そ
して､それを裏付けるように､LO‖ :illl付 『大 阪 毎 Il抑 lJrl』 タ 川 に ､ ｢l云
梁か遺伝か 廟の本門解剖 来)川i人 で 眠 く 人 論 Jfr｣ と い う .i'L!撃 が 掲 載 さ
れ､次のような情報が.i一己されていた｡























































































































1./:･.:∴t.).･一∴ i二二∴j:t･Jは I･..I;.: l､.､l∴ ' ･三･一 ~_:冒
的のような討論であ一:)たLl小笠煩が捉起した ｢)去義のlL-(漉病_｣と 昌夫義U.)
'､古.J,it',i:jJ'.∴.:-J･L,iI-:,'1.;.. ､
小笠J甜まこのtlの rtl.iJ｣に ｢我ガ醗'iLJ'i一論二村シテ駁論アり 余遅刻セ
リ シカシテ我ガ駁論月号1)ノ頃入場門FIL.Jニ比津kシ纏/I/弁セントシタりシ
ガ発.A:.-7[対日トシテ1-'Jji発言セシスズ シカシイ1刷の陳弁十カりシト雌モ新















































脈仝′卜園長林芳†言､1!･.塚敬愛侍脹 林 文雄 らも参JIlL､｢従来轍 卜体質 トノ
関係 ノ研究ハ､特二忌避サ レクキライヒガアルガ､Lji粟/＼■J.;美 トシテ考究
スル必要アリ｡ftl.シ研究 ノ成架.パ 芭長ニハ､憤 Ir･.:ナル考慮ヲ要ストイフコ
一 ･i､什 ∴iL;/ -11'I,JL!l'J ∴ ･. `, ･‡!J' ./ ∴ ∴-∴
会議に参加した僅井JJJ策は ｢廟に特定の僧門あi)かとの発表を況んや､そ
才lが遺伝的のものでありとか､との発長を妄りに致さないやう呉 ゝも慎む









なっている(､題 rlか ら明 らかなように､ これは第1i-ll,･目顔学会総会におけ
る研究発長の続きであり､小笠榔 ま 律i用10)如く､蝋は感染 ノJo)乏しい叛
恵であるO従って発病機転のETlI.L:iは病原糟たる舶菌よEJ)も寧ろ人酷の感受
什にある■jfカi考へられ､又醗質はこU)感J受性を舶定する最も巾要なもので
ある｣ とのl-rl説を展開 し､ 先日健*Ii､称 号†言､野鳥泰治 らと論/lrとなる
が､そこでの論点は学術的な内容に削られ､座長を務めた機JfL･Jj策も ｢廟
の鰻質については近時憤 巾に研究されつ ゝあらんとする情勢でありますの
で､小笠原助教指も ･.TIJ.Eこ r:酎 1糟胃iTl一･一しかも栄養イく良から起った贈円
~勘 こ癌が躍 り易い｣ と云ふ榊考U)なかに､JU,/の議論も御 入れになって､
･:昌､ .':i:I.iLII.ト ー'･ ●:lr::二 .:! ■ j'了 ､:':ぎJ.･一､ .
樫汁の対応は､ ･jj的に小笠焼U)学説をilf定 しようとした前回のfJLtITU)そ




席 裏lliニ於テ/＼我ガ膿貿論 ノ重キ影響ヲ与へ 夕JL,ヲ認ム シカレドモコ














































いるい1i-1tlU)日日山 には ｢朝芝蘭会雑誌ニッキテ学′I:.来JL I)-(.'J日払託


















二､ソキ意虻｣をl胴 )jl､掩君U)(."Jいについて ｢細菌性 ノ病気ナレバ隔離 丈























･:i.:lト ;一十r･ ∴:P'-.-.･∴ト:I"二二 .` 3∴:l',I."Ll;∴･:5. I.




















































(5) 中軌lI二樹 『仏教とlタミ糠 ･A-F'1-紬のiLf代1上.A(法戚鮒､2()(ト1年)C
(6) 小笠原LFi｢小笠1!;iて羊- ヰ!i･にハンセン蛸に問する博 f_･の'JU且性について一｣(『愛
知学院 f{I:tI学部紀要』ニi7号､2()()7年)｡




























いる (中経琉侍 ｢轍fl.ミ染の稚路に経て_i(『公衆衛1:.』52yLit(う号､19:･i-1If:･(川 ､


































(2.i) ㌻坑1iTllL･ltl本 鳴け 芸総会草子帖'tILi'.削少録_｣持し7=J』1:1匹2号)､-1こiL'iL.および槻
汁JjTE日 量 li-'lL･Hl本願羊I:総会品†亡記_｣(Fレプラ』1こうyLlt2号)､H7L'.t､.
(2t~) 晩隼U~)′吊 -･7-:Jt出 目二余--'た日中IA畑は､そU)ときに小笠Ii;湧＼らIiいた.清とLて､
肌1封日日!木 酢 羊::総会U)月川1rttと云うものは､おII:吊'L=にも′芋芸などと.i■え
たもU)では な か一)た.A,Ml:U用浩一に対して､発言をbJj宮しようとする野卑な野























(;i:i) 桂川ノj策 ･l叫村靖 ∴~轍の醗貿論をめぐりて_i描J附 りiLJ欄i誌J L:1巻11号､
19.121l:111日)､32丘
(:H) FTJll(うlHJlI本廟学会総会学術演説H TLフケjlI.'ミ巻5号､l～)･121[:-～)日工 11ト
12こi貢｡
(;うiIl) lt)･Jl隼lllJli-)Flo)｢日記jに 廿･前車･J､1現出二村する討論あり｣と.i己したtk-





(38~) 松岡弘之 闇(Hl:.雄 (.ホト下転1-肘 U)/＼ンセン病研'裾二ついて:(lr'1Flf吏評.論=｣･て
fr=-)､2:う:i-2.'号.1L'.よし.
